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創造活動・歴史文化交流施設整備事業について 

 

１ 趣 旨 

昭和５５年（１９８０年）に開館した文化センターについて、これまで担ってき

た中央公民館としての役割に区切りをつけ、用途廃止・解体するとともに、その跡

地に「横須賀文化の発信拠点」、「映像（映画）を中心とした創造活動の場」、「多世

代交流の場」をコンセプトにした「新しいまちづくりの拠点」として、創造活動・

歴史文化交流施設（以下「新施設」という。）を整備するもの。 

また、新施設を拠点に創造活動の発展やまちづくりを進めていくため、文化セン

ター閉館から新施設ができるまでのプロセス等を題材に、継続的に地元気運を高め

るワークショップを開催するもの。 

２ 文化センターの解体及び新施設の整備 

 文化センター解体事業 

 ア 事業概要 

工事場所 東海市横須賀町狐塚地内 

    構  造 鉄筋コンクリート造 地下１階地上３階建 

    延床面積 ３，６８５．３９㎡ 

  イ 予算措置（令和４年度（２０２２年度）） 

   文化センター解体事業            ０千円 

 ウ 継続費設定分（令和４年度（２０２２年度）～令和５年度（２０２３年度）） 

    文化センター解体事業      ２１８，３５０千円 

     うち国庫補助金         ２１，６９０千円 

   （継続費内訳） 

年  度 予 算 額 内  容 

令和４年度 

（２０２２年度） 
０千円 解体工事 

令和５年度 

（２０２３年度） 
２１８，３５０千円 解体工事 

合  計 ２１８，３５０千円  

  創造活動・歴史文化交流施設整備事業 

  ア 事業概要 

令和４年（２０２２年） ２月２２日 
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    工事場所 東海市横須賀町狐塚地内（文化センター跡地） 

    構  造 未定 

    階  数 ２階建 

延床面積 ２，５００㎡程度 

機  能 ホール・展示機能（映像ホール１・２、ギャラリー等）、交流促進

機能（エントランスホール、歴史文化・情報発信コーナー、レス

トラン・カフェ等）、活動支援機能（会議室、活動室、編集エリア

等）、管理機能（管理事務室、搬入・搬出作業広場等） 

 イ 予算措置（令和４年度（２０２２年度）） 

創造活動・歴史文化交流施設整備事業       ６５，４００千円 

（基本設計、地質調査等） 

       うち国庫補助金           ３，９９８千円 

 ウ 継続費設定分（令和４年度（２０２２年度）～６年度（２０２４年度）） 

   創造活動・歴史文化交流施設整備事業 ２，５７８，８４０千円 

       うち国庫補助金         ９４０，９９０千円 

       うち市債            ９３１，５００千円 

   （継続費内訳） 

年  度 予 算 額 内  容 

令和４年度 

（２０２２年度） 
５４，４７０千円 基本設計 

令和５年度 

（２０２３年度） 
１７９，９１０千円 実施設計、建設工事等 

令和６年度 

（２０２４年度） 
２，３４４，４６０千円 建設工事、工事監理 

合  計 ２，５７８，８４０千円  

 スケジュール（案） 

 ア 令和４年度（２０２２年度） 

   基本設計・実施設計、地質調査等 

   １２月末   文化センター閉館 

   １月～    解体設計・解体工事開始 

 イ 令和５年度（２０２３年度） 

   実施設計 

 １１月頃   解体工事完了 

   １月頃    建設工事開始 

ウ 令和６年度（２０２４年度） 
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   建設工事完了 

 エ 令和７年度（２０２５年度） 

   開館 

３ 地元気運を高めるワークショップの開催 

 創造活動・歴史文化交流施設ワークショップ開催事業 

令和４年度（２０２２年度）は、文化センター閉館と新施設整備スタートの年

であるため、題材として主に文化センター閉館を扱い、市民との交流を通じ新施

設へ思いをつなぐワークショップを行う。 

  ア 事業概要 ワークショップの開催 全４回程度 

    実施場所 文化センター 

    内  容 講師の講演、市民交流、閉館イベント等 

  イ 予算措置 

    創造活動・歴史文化交流施設ワークショップ開催事業   ５，５００千円

（業務委託）  

  

 

 


